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い
よ
い
よ
40
歳
。
思
え
ば

あ
ま
り
に
も
あ
っ
と
い
う
間

で
あ
っ
た
。
不
思
議
な
こ
と

に
20
代
よ
り
も
30
代
は
さ
ら

に
早
く
感
じ
た
。

　

私
は
２
０
１
０
年
に
医
学

部
を
卒
業
し
、
脳
神
経
外
科

医
と
し
て
主
に
良
性
・
悪
性

脳
腫
瘍
患
者
に
対
し
て
臨
床

・
基
礎
の
両
側
面
か
ら
向
か

っ
て
き
た
。
臨
床
で
は
、
良

性
脳
腫
瘍
に
対
す
る
頭
蓋
底

手
術
や
悪
性
脳
腫
瘍
に
対
す

る
覚
醒
下
手
術
、
及
び
遺
伝

子
解
析
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
基
礎
研
究
で
は
、
将
来

の
臨
床
応
用
を
見
据
え
た
日

本
発
・
世
界
初
の
研
究
を
目

指
し
て
き
た
。「
ゲ
ノ
ム
編

集
技
術
と
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
組

み
合
わ
せ
た
悪
性
脳
腫
瘍
に

対
す
る
遺
伝
子
幹
細
胞
治
療

の
開
発
」
を
大
学
院
で
開
始

し
、
数
年
先
の
臨
床
応
用
を

見
据
え
て
い
る
。
ま
た
、

「
神
経
線
維
腫
症
２
型
（
Ｎ

Ｆ
２
）
に
対
す
る
免
疫
療

法
」
の
実
用
化
に
向
か
い
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　

臨
床
と
基
礎
は
、
私
に
と

っ
て
目
的
は
同
じ
で
患
者
の

予
後
を
改
善
す
る
こ
と
で
あ

り
、
特
に
基
礎
研
究
の
テ
ー

マ
は
患
者
と
の
出
会
い
に
大

き
く
基
づ
い
て
い
る
。
い
つ

か
、
難
治
性
疾
患
の
患
者
の

明
る
い
笑
顔
を
取
り
戻
す
日

を
夢
見
て
、
こ
れ
か
ら
も
毎

日
臨
床
・
研
究
を
続
け
て
い

き
た
い
。
そ
し
て
、
母
校
で

あ
る
慶
應
、
さ
ら
に
一
緒
に

切
磋
琢
磨
し
て
い
る
後
輩
達

と
日
本
の
医
療
に
大
き
く
貢

献
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
回
こ
の
艦
往
知
来
を
書

く
に
あ
た
り
医
者
人
生
を
振

り
返
る
と
、
勤
務
し
た
病
院

す
べ
て
で
上
司
に
恵
ま
れ
た

と
思
っ
て
い
る
。
ど
の
上
司

も
私
の
背
中
を
そ
っ
と
押
し

て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
感
謝

し
て
い
る
。
医
者
14
年
目
と

な
り
、
今
度
は
私
が
後
輩
に

そ
う
い
っ
た
経
験
を
さ
せ
て

あ
げ
た
い
。
そ
れ
が
お
世
話

に
な
っ
た
上
司
へ
の
恩
返
し

の
一
つ
で
も
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
医
者
と
し
て
特
別
な

心
得
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
日
々
の
診
療
で
考
え
る

こ
と
は
一
つ
で
あ
り
、「
自

分
の
大
切
な
人
が
患
者
だ
っ

た
ら
医
療
従
事
者
に
ど
う
し

て
ほ
し
い
か
」、
そ
れ
を
実

践
す
る
こ
と
で
あ
る
。
医
者

に
な
っ
た
日
か
ら
今
ま
で
変

わ
ら
ず
そ
う
思
っ
て
き
た
。

退
院
し
た
患
者
の
元
気
な
姿

を
見
る
こ
と
が
何
よ
り
幸
せ

な
時
間
で
あ
る
こ
と
も
ず
っ

と
変
わ
ら
な
い
。
次
の
14
年

後
も
、そ
う
思
っ
て
い
た
い
。

（
脳
神
経
外
科

�

田
村
亮
太　

89
回
）

慶
應
赤
倉
ア
カ
デ
ミ
ー（
Ｋ
Ａ
Ａ
）

　
　
　
　
　
　

20
周
年
記
念
大
同
窓
会
開
催

秋
葉 

庸
平（
内
94
回
）

赤
倉
山
荘
運
営
委
員
会
副
委
員
長

２
０
２
５
年

新
入
生
入
学
式
に
参
加
し
て

長
浜 

秀
策（
54
回
）

卒
後
50
年
招
待
塾
員

三四会 第6回定例理事会報告

・�産業医研修会を2月7日に開催。96名の参加があり、内
60名が三四会員。女性の労働力、月経による体調不良に
伴う体調不良、女性の健康向上のための新しい手法フェ
ムテックの紹介などが報告。
・�慶應赤倉アカデミー（KAA）20周年記念同窓会を2月
19日に開催。医学部、看護医療学部、薬学部から、かつ
ての講師、参加者ら約50名が出席。第1回のキャッチフ
レーズである「君の人生を変える1泊2日」が、心によ
みがえった。
・�慶應連合三田会報告。3月の時点で891の団体の登録が
あり、「新規三田会の登録にあたってのルール」が制定。
・�支部のあり方について。会員数減少に伴う地方支部会の
維持や、海外在住の会員組織について検討。
・�オブザーバーとして、87回：小林裕章君、中島大輔君、
97回：緒方俊之君、平野翔大君の4名が参加。
・�長年三四会秘書としてお勤めいただいた田中美和子君が
今月で退職となるため、お礼と花束贈呈を行った。長い
間お世話になりました。

潮田猪一郎記念奨学金
追加寄付者へのお礼の会

　このたび潮田猪一郎氏のご遺族から追加寄付を医学研究科に頂きま
した。
　令和７年３月28日に寄付者を信濃町キャンパスへお呼びし、金井研
究科長と2024年度潮田奨学生から直接お礼を述べる機会を頂戴しまし
た。奨学生一人一人から研究内容と感謝の言葉を伝えました。ご遺族
はすべての話しを熱心に聞いて下さいました。奨学生一同、身の引き
締まる思いだったと思われます。
　お礼の会の最後に、ご遺族から潮田猪一郎記念慶應義塾大学大学院
医学研究科奨学基金が設立された経緯の説明がありました。1992年か
ら基金が運営され、30年以上にわたって医学研究科における研究者育
成に運用していることにたいしてご遺族からお礼の言葉を頂きまし
た。むしろお礼を言うのは医学研究科であり、お言葉を頂いた大学院
生・教員とも、更に気合いが入りました。
　基金に対して追加の寄付をいただくことは当たり前のことではない
ことを奨学生全員が自覚し、寄付者への感謝とともに研究に励みます。
� （医学研究科奨学委員　田中謙二　76回）

　

令
和
７
年
４
月
１
日
に
慶

應
義
塾
大
学
入
学
式
が
日
吉

記
念
館
に
て
行
わ
れ
た
。
昨

年
と
同
様
、YouTube

で
の

同
時
配
信
も
併
せ
て
行
わ
れ

た
。

　

開
式
の
後
、
松
浦
良
充
常

任
理
事
か
ら
学
事
報
告
が
行

わ
れ
、
各
学
部
の
入
学
者
が

発
表
さ
れ
た
。
本
年
度
の
学

部
お
よ
び
別
科
・
日
本
語
研

修
課
程
の
入
学
者
数
は
、
６

３
４
６
名
、
医
学
部
１
１
１

名
、
看
護
医
療
学
部
１
０
５

名
、
薬
学
部
２
１
６
名
で
あ

り
、
全
体
と
し
て
は
昨
年
度

の
入
学
者
数
か
ら
50
名
程
度

減
少
で
、
医
療
系
学
部
と
し

て
は
、
医
学
部
は
１
名
増

加
、
看
護
医
療
学
部
は
５
名

減
少
、
薬
学
部
は
昨
年
度
の

入
学
数
と
比
較
す
る
と
50
名

減
少
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
伊
藤
公
平
塾
長

に
よ
り
式
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。
慶
應
義
塾
大
学
の
目
的

が
読
み
上
げ
ら
れ
、
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
の
尊
厳
を
保
ち

な
が
ら
志
を
高
め
る
「
独
立

自
尊
」
の
精
神
に
よ
っ
て
、

仲
間
と
と
も
に
社
会
の
発
展

に
尽
く
す
と
い
う
慶
應
義
塾

の
理
念
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま

た
、
自
ら
の
自
由
独
立
を
維

持
し
、
そ
れ
を
他
者
に
も
与

え
て
い
く
た
め
に
、
福
澤
先

生
が
『
福
翁
自
伝
』
の
中
で

示
さ
れ
た
、
自
分
自
身
の
努

力
で
自
由
独
立
を
勝
ち
取
っ

て
い
く
姿
勢
が
必
要
だ
と
語

ら
れ
た
。
最
後
に
、
体
育
会

や
サ
ー
ク
ル
、
講
演
会
や
交

換
留
学
な
ど
、
大
学
が
提
供

す
る
リ
ソ
ー
ス
や
そ
の
枠
を

超
え
た
探
究
を
通
じ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
学
び
を
貪
欲
に
深

め
、
自
由
自
在
な
塾
生
生
活

を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
エ

ー
ル
が
送
ら
れ
た
。

　

式
辞
に
引
き
続
き
、
伊
藤

塾
長
に
よ
っ
て
壇
上
者
の
紹

介
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
文

学
部
の
井
上
逸
兵
教
授
に
よ

り
教
職
員
代
表
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。
新
入
生
に
対
し
て

の
お
祝
い
の
言
葉
の
後
、
Ａ

Ｉ
が
台
頭
す
る
現
代
社
会
に

お
い
て
、
Ａ
Ｉ
に
は
生
み
出

せ
な
い
人
と
の
関
わ
り
に
よ

っ
て
創
発
さ
れ
る
知
恵
や
知

識
を
大
学
生
活
の
中
で
学
ん

で
ほ
し
い
と
語
ら
れ
た
。
さ

ら
に
、
教
員
と
も
関
わ
り
合

い
な
が
ら
、
好
奇
心
を
持
っ

て
大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
ほ

し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

贈
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
新
入
生
代
表
の

医
学
部
一
年
の
田
邉
光
一
君

に
よ
り
入
学
の
辞
が
述
べ
ら

れ
た
。
入
学
の
喜
び
を
述
べ

た
後
、
人
工
知
能
の
発
展
が

目
覚
ま
し
い
現
代
社
会
に
お

い
て
、「
実
学
の
精
神
」
こ

そ
が
、
大
学
で
の
学
び
を
通

し
て
身
に
つ
け
る
べ
き
も
の

で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
こ

の
精
神
の
も
と
、
今
後
の
社

会
を
よ
り
良
い
方
向
に
導

き
、
日
本
だ
け
で
な
く
国
際

社
会
も
含
め
た
世
界
の
先
導

者
と
な
る
こ
と
が
新
入
生
の

使
命
で
あ
る
と
い
う
覚
悟
と

決
意
が
語
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
卒
後
50
年
記
念

１
９
７
５
年
（
昭
和
50
年
）

１
１
６
三
田
会
寄
付
目
録
贈

呈
と
し
て
、
代
表
の
岡
田
伸

浩
さ
ん
、
小
田
村
尚
枝
さ

ん
、
渡
瀬
泰
伸
さ
ん
か
ら
挨

拶
と
寄
付
目
録
の
贈
呈
が
行

わ
れ
た
。
慶
應
義
塾
へ
の
感

謝
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
新
入

生
に
は
在
学
中
の
限
ら
れ
た

期
間
、「
学
び
に
全
力
・
遊

び
に
全
力
」
で
心
豊
か
な
学

生
生
活
を
大
い
に
楽
し
ん
で

ほ
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
贈
ら
れ
た
。

　

終
幕
に
、
塾
歌
斉
唱
が
行

わ
れ
た
。
新
入
生
６
３
４
６

名
の
入
学
を
喜
ぶ
と
と
も

に
、
今
後
の
活
躍
に
期
待
し

た
い
。

　

（
５
年　

梅
原
千
里
、

　
　

３
年　

永
田
み
の
り
）

左
か
ら
、
森
下
先
生
、
金
井
医
学
部
長
、
戸
山
、
北
川
常
任
理

事
、
高
橋
（
広
）、
高
橋
（
茂
雄
）、
村
木
、
長
浜
、
吉
井
、
竹

中
、
橋
本
、
奈
良
、
池
上

新
入
生
た
ち
を
に
向
け
て
式
辞
を
述
べ
る
伊
藤
塾
長

雨
模
様
な
が
ら
満
開
の
桜
の
も
と
笑
顔
が
溢
れ
た

撮
影
：
岸
　
剛
史

　

４
月
１
日
午
後
２
時
慶
應

義
塾
大
学
新
入
生
入
学
式
に

卒
後
50
年
招
待
塾
員
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。
午
後
１
時

久
し
ぶ
り
の
日
吉
駅
に
到

着
。
駅
は
新
入
生
、
そ
の
家

族
及
び
招
待
塾
員
で
ご
っ
た

が
え
し
て
い
ま
し
た
。
あ
い

に
く
の
小
雨
で
、
傘
を
差
し

な
が
ら
、
日
吉
駅
前
の
横
断

歩
道
を
わ
た
り
、
日
吉
記
念

堂
を
め
ざ
し
て
歩
き
ま
す
。

再
建
さ
れ
た
日
吉
記
念
堂
が

立
派
で
、
そ
の
前
の
広
場
で

は
、
多
く
の
人
が
記
念
写
真

を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
約
１

３
０
０
人
の
卒
後
50
年
招
待

塾
員
は
、
新
入
生
と
は
別

に
、
到
着
し
た
順
に
、
次
々

と
１
階
席
へ
案
内
さ
れ
ま
し

た
。
私
の
隣
り
は
墨
田
区
在

住
の
法
学
部
卒
の
方
で
し

た
。

　

慶
應
ワ
グ
ネ
ル
ソ
サ
ィ
エ

テ
ィ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
合

唱
団
が
演
奏
す
る
中
、
約
６

３
０
０
人
の
新
入
生
が
次
々

と
１
階
ア
リ
ー
ナ
席
や
２
階

席
へ
入
場
、
着
席
し
、
日
吉

記
念
堂
も
満
席
と
な
り
ま
し

た
。
入
学
式
の
様
子
は

YouTube

で
み
る
事
が
で
き

ま
す
。
是
非
、
こ
の
雰
囲
気

を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

伊
藤
塾
長
の
お
祝
い
の
挨

拶
に
始
ま
り
、
今
年
は
医
学

部
田
邉
君
が
新
入
生
代
表
と

し
て
入
学
の
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
56
年
前
、
学
園
紛
争
で

お
ち
つ
か
な
い
中
、
新
入
生

代
表
と
し
て
医
学
部
の
齊
藤

聖
二
君
が
入
学
の
辞
を
立
派

に
述
べ
る
の
を
、
そ
ば
で
聞

い
て
い
た
事
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
塾
歌
を
大
声
で
歌

い
、
応
援
指
導
部
の
熱
烈
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最
後
に

入
学
式
を
無
事
終
了
し
ま
し

た
。

　

私
達
、
招
待
塾
員
は
日
吉

食
堂
棟
へ
案
内
さ
れ
、
塾
主

催
の
懇
親
会
開
始
。
学
部
別

に
場
所
が
決
め
ら
れ
て
い

て
、
医
学
部
の
テ
ー
ブ
ル
に

は
北
川
常
任
理
事
や
金
井
医

学
部
長
も
こ
ら
れ
ま
し
た
。

同
級
生
の
出
席
は
10
名
（
橋

本
君
、
池
上
君
、
吉
井
君
、

奈
良
君
、
村
木
君
、
高
橋
広

君
、
高
橋
茂
雄
君
、
戸
山

君
、
竹
中
君
、
長
浜
）
で
、

大
学
院
卒
後
50
年
の
50
回

生
、
森
下
鉄
夫
先
生
（
消
化

器
内
科
）
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
福
岡
か
ら
来
た
高

橋
広
君
は
卒
業
以
来
50
年
ぶ

り
の
再
会
で
、
顔
も
思
い
出

せ
ず
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

ま
だ
仕
事
を
し
て
い
る
者

も
多
く
、
仕
事
の
事
、
家
族

の
事
な
ど
近
況
を
話
し
て
い

る
う
ち
に
、
な
に
か
、
大
学

時
に
戻
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。
３
年
後
予
定
の
ク

ラ
ス
会
で
も
、
是
非
、
同
級

生
の
皆
様
と
お
会
い
で
き
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

　

２
０
２
５
年
２
月
19
日

（
水
）
に
慶
應
義
塾
大
学
病

院
2
号
館
11
階
レ
ス
ト
ラ
ン

（
ザ
・
パ
ー
ク
）
に
て
慶
應

赤
倉
ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｋ
Ａ

Ａ
）
20
周
年
記
念
大
同
窓
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｋ
Ａ

Ａ
は
新
潟
県
妙
高
市
に
あ
る

赤
倉
山
荘
に
医
学
部
、
看
護

医
療
学
部
、
薬
学
部
の
学
生

が
集
い
、
講
師
の
先
生
方
を

お
招
き
し
て
こ
れ
ま
で
の
経

験
や
想
い
を
1
泊
2
日
の
旅

の
中
で
語
っ
て
頂
く
、
学
生

が
主
体
と
な
っ
て
運
営
す
る

企
画
で
す
。

　

当
日
は
武
田
純
三
先
生

（
三
四
会
会
長
）
の
開
会
の

ご
挨
拶
、
金
井
隆
典
先
生

（
医
学
部
長
）
の
乾
杯
に
引

き
続
き
、
過
去
に
Ｋ
Ａ
Ａ
に

ご
登
壇
頂
き
ま
し
た
講
師
の

先
生
方
や
学
生
委
員
Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｇ
な
ど
の
多
く
の
方
々
が
旧

交
を
温
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
深
川
和
己
先
生
（
赤
倉

山
荘
運
営
委
員
長
）
と
楊
浩

勇
先
生
（
赤
倉
山
荘
運
営
副

委
員
長
）
の
進
行
の
も
と
で

過
去
の
Ｋ
Ａ
Ａ
に
講
師
と
し

て
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
末
松

誠
先
生
（
慶
應
義
塾
大
学
名

誉
教
授
）、
岡
野
栄
之
先
生

（
再
生
医
療
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
教
授
）、
安
井
正
人
先

生
（
医
学
部
薬
理
学
教
授
）、

北
川
雄
光
先
生
（
慶
應
義
塾

常
任
理
事
、
医
学
部
外
科
学

教
授
）、
大
家
基
嗣
先
生

（
医
学
部
泌
尿
器
科
学
教

授
）、
三
村
将
先
生
（
予
防

医
療
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
）、

鈴
木
康
裕
先
生
（
国
際
医
療

福
祉
大
学
学
長
）、
中
村
雅

也
先
生
（
医
学
部
整
形
外
科

学
教
授
）、
小
池
智
子
先
生

（
看
護
医
療
学
部
准
教
授
）、

松
元
一
明
先
生
（
薬
学
部
教

授
）、
佐
竹
晃
太
先
生
（
株

式
会
社CureApp 

Ｃ
Ｅ

Ｏ
）、
堀
口
崇
先
生
（
看
護

医
療
学
部
教
授
）、
福
永
興

壱
先
生
（
医
学
部
内
科
学

（
呼
吸
器
）
教
授
）、
山
内

慶
太
先
生
（
慶
應
義
塾
常
任

理
事
、
看
護
医
療
学
部
教

授
）、
深
堀
治
樹
先
生
（
看

護
医
療
学
部
教
授
）、
斉
藤

義
正
先
生
（
薬
学
部
教
授
）

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
当

時
の
思
い
出
や
Ｋ
Ａ
Ａ
に
対

す
る
想
い
を
語
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
学
生
時
代
に
複
数

回
Ｋ
Ａ
Ａ
に
参
加
し
そ
の
後

学
生
委
員
も
務
め
ら
れ
た
庄

司
晃
先
生
や
安
藤
崇
之
先
生

な
ど
多
く
の
学
生
委
員
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｇ
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

中
で
は
、
卒
業
後
の
キ
ャ
リ

ア
の
中
で
も
Ｋ
Ａ
Ａ
で
得
た

経
験
が
活
き
て
い
る
と
い
う

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
Ｋ
Ａ
Ａ
は

「
人
生
を
変
え
る
1
泊
2

日
」
で
あ
る
と
い
う
お
言
葉

も
頂
き
、
当
日
参
加
し
て
い

た
多
く
の
学
生
委
員
に
対
し

て
激
励
の
お
言
葉
を
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後

堺
優
真
君
（
医
学
部
5
年
）

と
大
野
杏
花
里
君
（
医
学
部

4
年
）
か
ら
こ
れ
ま
で
20
年

間
Ｋ
Ａ
Ａ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
っ
た
深
川
和
己
先
生

と
楊
浩
勇
先
生
に
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
た
記
念
品
の
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て
末

松
誠
先
生
、
岡
野
栄
之
先

生
、
北
川
雄
光
先
生
、
山
内

慶
太
先
生
か
ら
未
来
の
Ｋ
Ａ

Ａ
に
対
し
て
も
力
強
い
お
言

葉
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
最
後
に
渡
辺
真
純
先
生

（
三
四
会
副
会
長
）
と
門
川

俊
明
先
生
（
Ｋ
Ａ
Ａ
会
長
）

か
ら
の
ご
挨
拶
で
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

Ｋ
Ａ
Ａ
は
２
０
０
６
年
に

第
１
回
が
開
催
さ
れ
、
コ
ロ

ナ
禍
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を

経
て
２
０
２
３
年
か
ら
現
地

開
催
が
再
開
さ
れ
、
２
０
２

５
年
に
は
第
20
回
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
日
頃
よ
り
ご
支
援

頂
い
て
お
り
ま
す
皆
様
の
お

か
げ
で
こ
れ
ま
で
延
べ
１
０

０
０
名
近
く
の
教
員
と
学
生

が
時
を
共
に
す
る
貴
重
な
機

会
を
繋
い
で
く
る
こ
と
が
叶

い
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
大
同
窓
会
で
Ｋ
Ａ
Ａ

の
こ
れ
ま
で
の
20
年
間
の
歴

史
を
振
り
返
り
、
現
在
の
学

生
委
員
に
そ
の
伝
統
と
「
Ｋ

Ａ
Ａ
マ
イ
ン
ド
」
を
引
き
継

げ
た
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
か

ら
も
Ｋ
Ａ
Ａ
が
「
人
生
を
変

え
る
1
泊
2
日
」
と
な
る
伝

説
の
企
画
で
あ
り
続
け
て
ゆ

く
こ
と
を
予
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

Ｋ
Ａ
Ａ
20
周
年
記
念
大
同

窓
会
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た

皆
様
に
、
改
め
て
御
礼
申
し

　

２
０
２
５
年
２
月
19
日

に
、
Ｋ
Ａ
Ａ
設
立
か
ら
20
年

収
を
記
念
し
た
同
窓
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
、
20
年
間
の
間
に
講
師
と

し
て
参
加
し
た
教
員
や
学
生

委
員
と
し
て
参
加
し
た
Ｏ
Ｂ

や
Ｏ
Ｇ
な
ど
、
本
当
に
た
く

さ
ん
の
方
が
集
ま
り
ま
し

た
。
Ｋ
Ａ
Ａ
の
活
動
は
２
０

２
１
年
か
ら
は
慶
應
義
塾
の

公
認
の
学
生
団
体
と
し
て
の

活
動
と
な
り
、
私
は
学
生
団

体
の
会
長
と
し
て
学
生
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
Ｋ
Ａ
Ａ
は

医
学
部
だ
け
の
活
動
か
ら
、

医
学
部
、
薬
学
部
、
看
護
医

療
学
部
と
い
う
三
学
部
の
活

動
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
次
の
10
年
、
さ
ら
に
活

動
が
発
展
す
る
よ
う
に
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

慶
應
赤
倉
ア
カ
デ
ミ
ー

（
Ｋ
Ａ
Ａ
）
創
立
20
周
年
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
Ｋ
Ａ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
の

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
通
じ
て

実
に
多
く
の
人
材
を
育
成
し

て
き
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、

Ｋ
Ａ
Ａ
を
中
心
的
に
支
え
て

こ
ら
れ
た
先
輩
た
ち
の
想
い

が
熱
い
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
に

感
化
さ
れ
た
医
療
系
学
部
の

学
生
も
ま
た
熱
い
人
材
と
な

っ
て
育
っ
て
い
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
慶
應
の
学
生
は

不
思
議
と
正
規
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
以
外
の
課
外
活
動
で
、

一
つ
も
二
つ
も
皮
が
む
け
て

大
き
く
成
長
し
ま
す
。
そ
の

代
表
が
Ｋ
Ａ
Ａ
で
す
。
こ
の

教
育
効
果
は
絶
大
で
、
今
や

正
規
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も

波
及
し
て
い
ま
す
。
や
は
り

慶
應
の
学
生
は
半
教
半
育
と

独
立
自
尊
が
一
番
合
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
医
学
部
も

全
力
で
応
援
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
Ｋ
Ａ
Ａ
の

益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し

て
い
ま
す
。

　

私
は
Ｋ
Ａ
Ａ
に
昨
年
は
じ

め
て
参
加
す
る
機
会
を
得
ま

し
た
。
様
々
な
学
年
の
学

生
、
教
員
、
Ｏ
Ｂ
が
愉
し
く

夜
遅
く
ま
で
懇
談
を
続
け
る

姿
を
見
て
、
医
学
部
新
聞
の

編
集
会
議
で
の
こ
と
を
思
い

起
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
医
学
部
在
学
中
に

寄
生
虫
学
の
竹
内
勤
先
生
に

誘
い
込
ま
れ
て
１
９
９
０
年

　

慶
應
赤
倉
ア
カ
デ
ミ
ー

（
Ｋ
Ａ
Ａ
）
は
、
今
年
で
20

回
目
を
迎
え
ま
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
三
四
会

赤
倉
山
荘
運
営
委
員
会
か
ら

の
発
案
で
、
第
1
回
は
２
０

０
６
年
９
月
に
医
学
部
学
生

25
名
、
大
学
院
生
5
名
、
ス

タ
ッ
フ
合
せ
て
総
勢
41
名
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｋ
Ａ
Ａ
の
特
長
は
、
教
員
・

Ｏ
Ｂ
と
医
学
部
学
生
の
縦
の

繋
が
り
か
ら
、
看
護
医
療
学

部
、
薬
学
部
へ
と
横
へ
の
繋

が
り
に
広
が
っ
た
こ
と
、
も

う
一
つ
は
運
動
部
や
文
芸
部

と
は
性
質
を
異
に
す
る
活
動

が
学
生
活
動
と
し
て
継
続
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
毎
回
多
く
の

参
加
希
望
者
が
い
る
こ
と

は
、
こ
の
活
動
が
学
年
間
で

し
っ
か
り
と
し
た
連
携
が
取

ら
れ
て
い
る
事
を
意
味
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
学
生
の

時
か
ら
培
っ
た
連
携
は
、
将

来
の
慶
應
医
学
の
財
産
と
な

っ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま

す
。
継
続
は
大
き
な
力
で

す
。

　

第
３
回
、
２
０
０
８
年
の

Ｋ
Ａ
Ａ
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
末
松
先
生
、

岡
野
先
生
の
第
一
回
、
坪
田

先
生
の
第
二
回
に
続
く
ご
指

名
で
大
変
緊
張
し
た
の
を
記

憶
し
て
い
ま
す
。「
命
と
向

き
合
う
」
と
い
う
当
時
で

も
、
学
生
さ
ん
た
ち
に
は
若

干
引
か
れ
て
し
ま
う
よ
う
な

テ
ー
マ
で
、
ひ
た
す
ら
外
科

医
療
の
醍
醐
味
を
伝
え
ま
し

た
。
腹
腔
鏡
手
術
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
器
材
を
赤
倉
山
荘
に

持
ち
込
ん
で
、
夜
中
ま
で
学

生
さ
ん
た
ち
と
語
り
合
い
な

が
ら
翌
日
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

も
頑
張
り
ま
し
た
。
当
時
47

歳
の
若
手
教
授
だ
っ
た
頃
を

懐
か
し
く
思
い
出
し
て
お
り

ま
す
。
学
生
幹
事
の
庄
司
佳

晃
君
は
じ
め
多
く
の
参
加
者

が
外
科
に
入
っ
て
く
れ
て
今

も
一
緒
に
命
と
向
き
合
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
同
窓
会
で

あ
の
頃
の
情
熱
を
ま
た
呼
び

覚
ま
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

令和７年度 入学式令和７年度 入学式
医
学
部
１
１
０
回
生
、

�

１
１
１
名
が
入
学

代
後
半
ま
で
、
医
学
部
新
聞

の
編
集
会
議
に
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
竹
内
先
生
に
、
解

剖
学
の
安
田
健
次
郎
先
生
、

整
形
外
科
の
矢
部
裕
先
生
、

井
口
傑
先
生
、
国
立
東
京
第

二
病
院
の
石
山
先
生
が
メ
ン

バ
ー
で
す
。
丁
度
、
赤
倉
山

荘
の
再
建
計
画
か
ら
募
金
活

動
、
竣
工
の
前
後
で
し
た
の

で
、
先
生
方
が
か
つ
て
の
山

荘
に
つ
い
て
、
明
け
方
ま
で

の
団
欒
の
中
で
後
の
人
生
の

宝
を
得
た
こ
と
、
そ
の
環
境

が
こ
れ
か
ら
学
生
に
も
大
切

な
こ
と
を
熱
心
に
お
話
し
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｋ
Ａ
Ａ
に
か
つ
て
の
赤
倉

山
荘
の
伝
統
が
引
き
継
が
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
私

は
、
前
史
と
共
に
Ｋ
Ａ
Ａ
の

20
年
を
祝
い
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

■
三
四
会
長
　
武
田 

純
三（
52
回
）

■
医
学
部
長
　
金
井 

隆
典（
67
回
）

■
医
学
教
育
統
轄
セ
ン
タ
ー

�

門
川 

俊
明（
70
回
）

■
常
任
理
事
　
北
川 

雄
光（
65
回
）

■
常
任
理
事
　
山
内 

慶
太（
70
回
）

上
げ
ま
す
。
Ｋ
Ａ
Ａ
は
、
医

学
的
知
識
を
深
め
る
場
で
あ

り
、
各
分
野
を
牽
引
す
る
先

生
方
と
語
り
合
い
、
医
療
従

事
者
と
し
て
の
姿
勢
を
学
ぶ

貴
重
な
機
会
で
す
。
本
会
を

通
じ
、
Ｋ
Ａ
Ａ
が
多
く
の
著

名
な
先
生
方
や
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の

皆
様
の
心
に
残
る
イ
ベ
ン
ト

で
あ
り
、
多
く
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
今
年
も

9
月
20
日
・
21
日
に
末
松
先

生
、
岡
野
先
生
を
は
じ
め
豪

華
な
先
生
方
を
お
迎
え
し
、

貴
重
な
お
話
を
伺
え
る
機
会

を
設
け
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
学
生
委
員
代
表

�

堺 

優
真
、大
野
杏
花
里


